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先
日
あ
る
研
修
会
に
お
い
て
受

講
者
に
「
品
種
に
勝
る
技
術
な
し
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
誰
も
手
が

上
が
ら
な
か
っ
た
。
受
講
者
は
20

～
30
歳
台
が
ほ
と
ん
ど
で
世
代
間

ギ
ャ
ッ
プ
か
な
？
と
感
じ
た
。

そ
こ
で
、「
品
種
に
勝
る
技
術
な

し
」
と
は
？
と
あ
ら
た
め
て
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
て
み
る
と
…『「
品
種

に
勝
る
技
術
な
し
」
と
は
、
作
物

の
栽
培
に
お
い
て
、
品
種
そ
の
も

の
が
持
つ
特
性
が
、
ど
ん
な
に
優

れ
た
技
術
を
も
っ
て
し
て
も
及
ば

な
い
ほ
ど
重
要
だ
と
い
う
意
味
の

こ
と
わ
ざ
で
す
。
特
に
、
日
本
の

厳
し
い
気
候
や
風
土
、
消
費
者
の

高
い
品
質
要
求
に
応
え
る
た
め
に

は
、
品
種
改
良
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。』と
表
示

さ
れ
た
。
語
り
継
が
れ
る
べ
き
言

葉
で
あ
る
。

私
が
果
樹
を
特
技
と
し
て
普
及

活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
若
輩
者
の

頃
に
、
先
輩
か
ら
こ
の
言
葉
を
初

め
て
聞
い
て
以
来
ず
っ
と
記
憶
に

残
っ
て
い
る
。
特
に
果
樹
は
永
年

性
の
作
物
で
あ
り
、
一
度
苗
木
を

植
え
る
と
長
期
間
に
わ
た
っ
て
生

産
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
農

業
経
営
に
お
け
る
品
種
の
選
定
は

い
つ
の
時
代
で
も
重
要
な
事
項
で

あ
る
。

こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
に
思
い

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
大
学

時
代
、
生
物
有
機
化
学
の
研
究
室

に
所
属
し
、「
ナ
シ
黒
斑
病
菌
の
失

活
機
構
に
関
す
る
化
学
的
研
究
」

と
い
う
卒
論
研
究
に
取
り
組
ん

だ
。
指
導
教
官
は
ご
実
家
が
鳥
取

県
で「
二
十
世
紀
」梨
を
栽
培
さ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、「
二
十
世
紀
」

梨
が
ナ
シ
黒
斑
病
に
非
常
に
弱
い

と
い
う
課
題
を
解
決
で
き
な
い
か

考
え
て
お
ら
れ
た
。

ナ
シ
黒
斑
病
はA

lte
r
n
a
r
ia
�

a
lte

r
n
a
ta
�J

a
p
a
n
e
s
e
�p
e
a
r
�

p
a
th
o
ty
p
e

が
産
生
す
る
宿
主
特

異
的
毒
素「A

K
�to

x
in

（
Ａ
Ｋ

ト
キ
シ
ン
）
」に
よ
り
発
病
す
る
。

果
実
の
腐
敗
や
落
果
を
引
き
起
こ

し
、
収
量
や
品
質
に
大
き
な
損
失

を
も
た
ら
す
。当
時
研
究
室
で
は
、

A
K
�to

x
in
�

を
全
合
成
し
そ
の
生

合
成
経
路
を
解
明
し
つ
つ
あ
り
、

最
終
目
標
は
、
こ
の
経
路
の
阻
害

に
よ
り
ナ
シ
黒
斑
病
の
発
生
を
抑

え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
方
、
大
学
卒
業
後
間
も
な
く

（
独
）
農
業
生
物
資
源
研
究
所
育

成
の「
ゴ
ー
ル
ド
二
十
世
紀
」
が

１
９
９
１
年
に
品
種
登
録
さ
れ

た
。
こ
の
品
種
は
、
放
射
線
照
射

に
よ
る
突
然
変
異
誘
発
で
育
成

さ
れ
た
も
の
で
、
果
実
の
品
質

は「
二
十
世
紀
」
と
変
わ
ら
ず
、
黒

斑
病
抵
抗
性
を
有
す
る
こ
と
か

ら
、
主
産
地
の
鳥
取
県
を
中
心
に

「
二
十
世
紀
」
か
ら「
ゴ
ー
ル
ド

二
十
世
紀
」
へ
の
更
新
が
進
め
ら

れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
品
種
に

勝
る
技
術
な
し
」
は
的
を
得
て
い

る
な
と
実
感
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
農
業
関
係
試
験
場
で

は
、水
稲
な
ど
の
穀
物
、り
ん
ご
を

は
じ
め
と
し
た
果
樹
、野
菜
、花
き

等
の
園
芸
作
物
、畜
産
、飼
料
用
作

物
等
の「
新
品
種
」
の
開
発
や
、
省

力
・
低
コ
ス
ト
生
産
や
高
品
質
・

安
定
生
産
の
た
め
の
高
度
で
革
新

計
画
で
あ
る「
長
野
県
農
業
関
係

試
験
研
究
推
進
計
画
」
に
も
と
づ

き
、
高
温
下
で
も
品
質
・
収
量
が

確
保
で
き
る
米
、
り
ん
ご
等
の
品

種
や
栽
培
技
術
の
開
発
・
普
及
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
研
究
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

今
後
も「
品
種
に
勝
る
技
術
な

し
」を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、生
産

現
場
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
や
マ
ー

ケ
ッ
ト
か
ら
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
成
果
を
出
し
、
持
続
可
能
な
長

野
県
農
業
を
目
指
し
た
い
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

令
和
７
年
４
月
か
ら
現
職

上
田
地
域
に
お
け
る

環
境
に
や
さ
し
い

農
業
の
推
進

長
野
県
が
推
進
す
る「
第
４
期

食
と
農
業
農
村
振
興
計
画
」で
は
、

「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
」の
実
現

が
重
点
的
な
取
り
組
み
事
項
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
化
学
合
成
農
薬
の
使
用

量
削
減
や
有
機
農
業
の
推
進
、
地

域
ぐ
る
み
で
の
持
続
可
能
な
農
業

の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
田
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
も
、
普
及
計
画
に
基
づ

き
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
農
業
技

術
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す

。

そ
の
中
で
、
①
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

栽
培
に
お
け
る
天
敵
を
利
用
し
た

病
害
虫
対
策
と
②
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
土
壌
病
害
に
お
け
る
土
壌
還
元

消
毒
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

①
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
に
お
け

る
病
害
虫
対
策
と
し
て
、
天
敵
昆

虫
の
活
用
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
ア
ザ
ミ

ウ
マ
や
ハ
ダ
ニ
な
ど
の
害
虫
に
よ

る
被
害
が
多
く
、
従
来
は
化
学
農

薬
に
よ
る
防
除
が
主
流
で
し
た
。

し
か
し
、
天
敵
昆
虫
を
利
用
す
る

こ
と
で
、害
虫
の
発
生
を
抑
制
し
、

農
薬
使
用
量
を
削
減
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

農
作
物
の
安
全
性
向
上
だ
け
で
な

く
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
も
軽
減

さ
れ
、
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

に
寄
与
し
ま
す
。

②
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
土
壌

病
害（
立
枯
病

：F
usarium

 
O

xysporum

）
対
策
の
一
環
と

し
て
、
低
濃
度
エ
タ
ノ
ー
ル
を
使

用
し
た
土
壌
還
元
消
毒
の
実
証
試

験
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
病
害
は

全
国
的
に
も
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
と
き
に
は
収
穫
皆
無
に
な
る

こ
と
が
あ
る
の
で
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
栽
培
農
家
に
と
っ
て
は
深
刻
な

病
害
で
す
。

一
般
的
な
対
策
と
し
て
は
ク
ロ

ル
ピ
ク
リ
ン
剤
に
よ
る
土
壌
く
ん

蒸
消
毒
が
一
般
的
で
す
が
、
人
へ

の
毒
性
や
環
境
負
荷
の
面
で
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

近
年
、
持
続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
、
環
境
に
負
荷

を
か
け
な
い
農
業
技
術
開
発
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
で
は

２
０
５
０
年
ま
で
に
目
指
す
姿
と

し
て
化
学
合
成
農
薬
の
使
用
量
を

50
％
低
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
土
壌
病
害
虫
対
策
に

用
い
ら
れ
る
土
壌
く
ん
蒸
剤
は
化

学
合
成
農
薬
使
用（
リ
ス
ク
換
算
）

の
半
分
以
上
を
占
め
る
こ
と
か

ら
、
目
標
達
成
に
は
こ
れ
ら
を
代

替
す
る
技
術
の
普
及
が
急
務
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
化
学
合
成
農

薬
を
使
わ
な
い
消
毒
方
法
で
あ
る

「
還
元
消
毒
」を
用
い
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
還
元
消
毒
と
は
、
還
元

状
態（
酸
欠
状
態
）を
人
工
的
に
作

り
出
す
こ
と
で
土
壌
中
に
生
息
す

る
病
害
虫
を
死
滅
さ
せ
る
方
法
で

す
。実

証
試
験
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
行
っ
て
い
た
土
壌
消
毒
の
問

題
点
の
洗
い
出
し
と
事
前
準
備
か

ら
処
理
方
法
の
要
点
に
つ
い
て
、

徹
底
的
に
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

加
え
て
、
土
壌
消
毒
前
後
の
土
壌

病
害
菌
数
調
査
と
還
元
状
態
の
程

度
を
示
す
Eh
メ
ー
タ
ー
を
設
置

し
、
科
学
的
に
消
毒
効
果
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
技
術
は
、Ｇ
Ａ
Ｐ（
農

業
生
産
工
程
管
理
）
や
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
認
証
取
得
を
目
指
す
農
業
者
に

と
っ
て
も
有
効
な
手
段
で
あ
り
、

県
が
推
進
す
る「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
」
構
想
に
も
繋
が
る
取

り
組
み
で
す

。

今
後
も
、
地
域
の
農
業
者
、
Ｊ

Ａ
、試
験
研
究
機
関
が
連
携
し
、環

境
負
荷
の
少
な
い
農
業
技
術
の
普

及
・
実
証
を
進
め
る
こ
と
で
、
上

田
地
域
に
お
け
る
農
作
物
の
持
続

可
能
な
生
産
体
制
の
構
築
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

（
上
田
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

主
任
　
佐
藤
憲
二
郎
）

■

随

筆

■

〜
品
種
に
勝
る
技
術
な
し
〜

長
野
県
農
業
試
験
場
　
場
長
　
佐
々
木
直
人表　職務育成品種の概要（昭和51年度以降）

区　　分 穀類 果樹 野菜 花き きのこ 特用
作物

飼料
作物 合計

職務育成品種数 72 31 64 22 17 2 41 249

登録出願品種数 70 29 59 16 14 2 30 220

うち育成者権
を有するもし
くは出願中の
品種

19 14  6  0  1 0  4  44

登録 16 13  4  0  1 0  4  38

出願中  3  1  2  0  0 0  0   6

確
認
し
よ
う
！
　
　
　

農
薬
ラ
ベ
ル
に
よ
る
　

使
用
基
準
の
徹
底
確
認

的
な「
新
技
術
」の
開
発
に

よ
り
、
本
県
の
農
業
振
興

に
貢
献
し
て
き
て
い
る
。

こ
の「
新
品
種
」
と「
新

技
術
」
は
、
本
県
で
は「
普

及
に
移
す
農
業
技
術
」
と

し
て
毎
年
公
表
し
、
農
業

現
場
で
活
用
さ
れ
て
い

る
。
特
に「
新
品
種
」は
本

県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
も
県
内

産
地
を
活
性
化
し
て
き

た
。
表
は
こ
れ
ま
で
本
県

が
開
発
し
た「
職
務
育
成

品
種
」
の
数
を
ま
と
め
た

も
の
で
、
合
計
２
４
９
品

種
、
こ
の
う
ち
育
成
者
権

を
有
す
る
品
種
は
44
品
種

あ
る
。「
新
品
種
」は
す
べ

て
完
璧
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
何
か
し
ら
弱
点
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
弱
点

を
カ
バ
ー
す
る
栽
培
技
術

の
開
発
も
重
要
で
あ
り
、

品
種
と
技
術
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
本
県
の
農
業
振
興

に
寄
与
し
て
い
る
。

近
年
で
は
地
球
温
暖
化

に
対
応
し
た
技
術
開
発
は

最
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ

る
。
試
験
研
究
の
５
か
年

ししぶぶとといいハハダダニニははササララババででごござざるる！！

虫虫ににもも病病気気ににもも効効くく新新タタイイププのの殺殺虫虫剤剤！！

カカイイガガララムムシシ類類・・チチョョウウ目目害害虫虫防防除除にに！！

フフロロアアブブルル

パパワワフフルルフフルルーーツツ殺殺菌菌剤剤！！

新新規規系系統統ののううどどんんここ病病防防除除剤剤

野菜類のハダニ・コナジラミ、トマト・ミニトマトのサビダニ、

なすのホコリダニ等の微少害虫、うどんこ病に

レタスの軟腐病・腐敗病に

レタス、キャベツ、花のナメクジ・カタツムリ防除剤

水和剤等の汚れを軽減、薬剤の効果を安定させる

シリコーン系展着剤

Ｒ○

・

東東京京本本社社 東東京京都都台台東東区区上上野野77－－66－－1111 TTEELL.. 0033－－33884455－－77995511（（代代））
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果
樹
カ
メ
ム
シ
類

昨
年
の
日
本
の
年
平
均
気
温

は
、
こ
れ
ま
で
の
一
位
の
記
録
を

大
き
く
上
回
っ
て
統
計
開
始
以
降

最
も
高
い
値
と
な
っ
た
。
長
野
県

も
例
外
で
は
な
く
、
気
温
は
毎
年

少
し
ず
つ
上
が
っ
て
い
く
傾
向
が

見
ら
れ
、
昨
年
も
ほ
ぼ
年
間
を
通

じ
て
暖
か
い
空
気
に
覆
わ
れ
て
気

温
の
高
い
状
態
が
続
い
た
。
そ
の

結
果
、
昨
年
は
今
回
取
り
上
げ
る

果
樹
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
が
多
か

っ
た
。

カ
メ
ム
シ
が
果
面
に
取
り
つ
き

果
汁
を
吸
汁
す
る
と
、
被
害
部
が

海
綿
状
に
な
る
う
え
、
幼
果
の
時

の
加
害
で
は
果
実
が
変
形
す
る
な

ど
商
品
性
に
大
き
な
被
害
が
発
生

す
る
。
昨
年
は
特
に
南
の
方
で
発

生
が
多
く
、
南
信
地
域
を
対
象
に

果
樹
カ
メ
ム
シ
類
（
チ
ャ
バ
ネ
ア

オ
カ
メ
ム
シ
）
の
地
区
注
意
報
を

５
月
下
旬
に
発
表
し
た
。

温
暖
化
の
影
響
で
今
後
も
発
生

が
多
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

【
質
問
】
パ
セ
リ
軟
腐
病
防
除

で
、
微
生
物
資
材
に
よ
る
有

効
な
防
除
方
法
が
あ
れ
ば
教

え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

パ
セ
リ
軟
腐
病
は
、
は
じ
め
葉

柄
な
ど
に
水
浸
状
の
病
斑
が
現

れ
、
病
徴
が
進
む
と
株
全
体
が
軟

化
し
枯
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
軟
腐
病
は
、
主
に
植
物
体
の

傷
か
ら
病
原
菌
が
侵
入
し
ま
す
。

パ
セ
リ
で
は
芽
か
き
や
収
穫
作
業

に
よ
り
傷
が
出
来
る
た
め
、
軟
腐

病
の
発
生
リ
ス
ク
が
非
常
に
高
い

作
物
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
パ
セ

リ
軟
腐
病
の
防
除
対
策
と
し
て

は
、
排
水
対
策
な
ど
の
耕
種
的
防

除
と
と
も
に
、
薬
剤
に
よ
る
定
期

的
な
予
防
防
除
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
虫
害
に
よ
る
加
害
も

軟
腐
病
の
発
生
を
助
長
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
虫
害
防
除

も
重
要
な
対
策
の
一
つ
で
す
。

薬
剤
に
よ
る
防
除
は
、
長
野
県

農
作
物
病
害
虫
・
雑
草
防
除
基
準

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
銅
剤
な
ど
が

有
効
で
す
。

ご
質
問
の
微
生
物
資
材
と
し
て

は
、
シ
ュ
ー
ド
モ
ナ
ス
ロ
デ
シ
ア

水
和
剤
が
、
野
菜
類（
だ
い
こ
ん
、

は
く
さ
い
、ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、キ
ャ

ベ
ツ
、
レ
タ
ス
、
非
結
球
レ
タ
ス
、

か
ぼ
ち
ゃ
、ズ
ッ
キ
ー
ニ
、し
ょ
う

が
、
ト
マ
ト
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
除

く
）
軟
腐
病
に
対
し
て
登
録
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
試
験
場
で
は

シ
ュ
ー
ド
モ
ナ
ス
ロ
デ
シ
ア
水
和

剤
の
パ
セ
リ
軟
腐
病
に
対
す
る
防

除
効
果
の
検
討
を
実
施
し
て
い
な

い
た
め
、
パ
セ
リ
軟
腐
病
に
対
す

る
防
除
効
果
や
効
果
的
な
使
い
方

に
つ
い
て
具
体
的
な
情
報
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
シ
ュ
ー
ド
モ
ナ

ス
ロ
デ
シ
ア
水
和
剤
は
、
生
き
た

微
生
物
を
有
効
成
分
と
す
る
薬
剤

に
な
り
ま
す
の
で
、
使
用
す
る
場

合
に
は
薬
剤
の
特
徴
お
よ
び
留
意

点
を
メ
ー
カ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
事
前
に
十
分
に
確
認
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

シ
ュ
ー
ド
モ
ナ
ス
ロ
デ
シ
ア
水

和
剤
の
主
な
使
用
上
の
注
意
点
と

し
て
は
、

・
有
効
成
分
が
生
菌
の
た
め
、
開

封
後
は
す
べ
て
使
い
切
る
こ
と

・
予
防
効
果
が
主
体
の
た
め
、
発

病
前
か
ら
発
病
初
期
に
７
～
10

日
間
隔
で
散
布
す
る
こ
と

・
適
用
作
物
群
に
属
す
る
作
物
ま

た
は
そ
の
新
品
種
に
初
め
て
使

用
す
る
場
合
に
は
、
使
用
者
の

責
任
に
お
い
て
事
前
に
薬
害
の

有
無
を
十
分
に
確
認
し
て
か
ら

使
用
す
る
こ
と

・
混
用
で
き
な
い
薬
剤
が
あ
る
た

め
メ
ー
カ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
確
認
す
る
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

薬
剤
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、

農
薬
ラ
ベ
ル
等
で
の
登
録
の
有

無
、
使
用
時
期
等
の
最
新
情
報
を

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
前
・
野
菜
花
き
試
験
場

�

農
業
試
験
場
　
山
岸
菜
穂
）

類
は
繁
殖
す
る
た
め
に
は
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
、
キ
リ
な
ど
の
樹
の
種
子

を
食
べ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
果
樹
園
だ
け
で
繁
殖
は
で
き

ず
、
加
害
す
る
カ
メ
ム
シ
は
山
か

ら
飛
来
し
て
く
る
。
山
で
の
越
冬

量
が
分
か
れ
ば
果
樹
園
に
飛
来
す

る
数
の
多
少
が
分
か
る
か
も
し
れ

な
い
。

そ
こ
で
、
発
生
量
の
多
少
に
つ

い
て
よ
り
早
い
時
期
か
ら
目
安
が

つ
け
ら
れ
な
い
か
と
の
観
点
か

ら
、他
県
で
も
取
り
組
み
の
あ
る
、

果
樹
カ
メ
ム
シ
の
越
冬
量
の
調
査

に
こ
の
春
取
り
組
ん
だ
。

参
考
ま
で
に
そ
の
方
法
に
つ
い

て
概
略
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

①
雑
木
林
で（
１
㎡
×
３
か
所
）

の
落
ち
葉
を
採
取
す
る（
図
２
）。

②
落
ち
葉
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰

め
、
口
を
閉
じ
て
温
室
な
ど
に
２

週
間
放
置
す
る
。

③
約
２
週
間
後
に
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
開
封
し
て
、
落
葉
中
に
い
る
緑

化
し
た
チ
ャ
バ
ネ
ア
オ
カ
メ
ム
シ

等
の
成
虫
数
を
調
査
す
る
。

と
い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
チ
ャ

バ
ネ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
は
越
冬
中
は

暗
褐
色
を
し
て
い
る
が
、
温
度
が

高
く
な
り
、
活
動
体
制
に
入
る
と

緑
色
に
変
わ
る
。
今
年
は
果
樹
試

験
場
と
南
信
農
業
試
験
場
の
協
力

の
下
、
３
月
中
旬
に
県
下
６
か
所

で
落
ち
葉
を
採
取
し
、
３
月
末
ま

で
静
置
し
て
４
月
初
旬
に
緑
化
し

た
チ
ャ
バ
ネ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
数
を

数
え
た
。

結
果
か
ら
言
う
と
、
今
年
の
春

は
チ
ャ
バ
ネ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
は
い

ず
れ
の
地
域
の
落
葉
か
ら
も
観
察

さ
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
４
月
以
降
に
集
合
フ
ェ

ロ
モ
ン
を
利
用
し
た
ト
ラ
ッ
プ
予

察
が
始
ま
る
と
、
南
信
農
業
試
験

場
設
置
の
ト
ラ
ッ
プ
に
は
５
月
中

旬
か
ら
多
く
の
チ
ャ
バ
ネ
ア
オ
カ

メ
ム
シ
が
誘
殺
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
被
害
の
発
生
が
危
惧
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、５
月
26
日
に
、南
信

地
域
に
対
し
て
果
樹
カ
メ
ム
シ
類

（
チ
ャ
バ
ネ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
）の
地

区
注
意
報
を
今
年
も
発
出
し
た
。

栽
培
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
多
発
す

る
状
況
を
、
越
冬
量
調
査
で
は
う

ま
く
と
ら
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
が
、
越
冬
量
調
査
は
ま

だ
始
め
た
ば
か
り
で
あ
り
、
落
ち

葉
の
採
取
場
所
の
選
定
方
法
な
ど

の
経
験
を
積
ん
で
い
く
こ
と
で
相

関
が
み
ら
れ
て
く
る
可
能
性
は
あ

る
。
そ
の
た
め
来
春
も
越
冬
量
調

査
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
農
業
試
験
場
病
害
虫
防
除
部

�

主
幹
　
内
津
政
直
）

ネ
ギ
類（
タ
マ
ネ
ギ
、ネ
ギ
、

ニ
ン
ニ
ク
）黒
腐
菌
核
病

昨
年
の
５
月
、
北
信
地
域
の
た

ま
ね
ぎ
、ね
ぎ
、に
ん
に
く
の
栽
培

ほ
場
に
お
い
て
、
地
上
部
の
生
育

が
悪
く
、
地
下
部（
鱗
茎
等
）
の
表

面
に
白
色
の
菌
糸
塊
と
黒
色
小
菌

核
が
付
着
す
る
株
が
み
ら
れ
た
。

県
野
菜
花
き
試
験
場
で
病
原
菌
の

分
離
、
病
原
性
試
験
、
遺
伝
子
解

析
等
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ

も
本
県
で
は
未
確
認
で
あ
っ
た
、

S
clerotiu

m
 cepivoru

m
 

B
e
r
k
e
le
y

に
よ
る『
黒
腐
菌
核

病
』
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た

め
、
８
月
７
日
に
特
殊
報
を
発
表

し
た
。

本
病
は
、
昭
和
34
年
に
栃
木
県

の
ね
ぎ
で
発
生
が
報
告
さ
れ
、
昭

和
54
年
に
は
青
森
県
の
に
ん
に

く
、
昭
和
58
年
に
は
静
岡
県
の
た

ま
ね
ぎ
、以
降
、全
国
各
地
で
確
認

さ
れ
て
い
る
。

【
病
徴
と
被
害
】

罹
病
株
は
、
下
位
葉
が
黄
化
し

て
生
育
不
良
と
な
る（
図
３
）。
こ

れ
ら
の
罹
病
株
は
、
根
の
発
育
が

悪
い
た
め
、容
易
に
抜
き
と
れ
る
。

病
勢
が
進
む
と
全
体
が
枯
死
す

る
。
地
下
部（
た
ま
ね
ぎ
、に
ん
に

く
で
は
鱗
茎
部
）は
軟
化
腐
敗
し
、

白
色
の
菌
糸
塊
や
黒
色
ご
ま
粒
状

の
小
菌
核（
直
径
０
・
２
～
１
・
０

㎜
）が
密
集
し
て
形
成
さ
れ
、黒
い

か
さ
ぶ
た
状
に
な
る（
図
４
）。

【
発
生
生
態
】

○
本
病
の
病
原
菌
は
糸
状
菌（
か

び
の
仲
間
）の
一
種
で
、培
地
上
で

は
菌
糸
と
大
量
の
菌
核
を
形
成
す

る
。

○
病
原
菌
の
生
育
適
温
は
15
～
20

℃
で
、
15
℃
前
後
の
比
較
的
低
温

で
発
病
し
や
す
い
。

○
前
作
の
罹
病
株
に
形
成
さ
れ
た

菌
核
が
土
壌
中
に
す
き
込
ま
れ
て

次
作
の
伝
染
源
と
な
る
。
菌
核
は

土
壌
中
で
４
～
５
年
生
存
し
、
発

病
株
の
残
渣
や
残
渣
を
含
ん
だ
土

壌
と
と
も
に
移
動
す
る
の
で
、
風

雨
に
よ
る
拡
散
に
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

○
た
ま
ね
ぎ
、ね
ぎ
、に
ん
に
く
の

他
、に
ら
、ラ
ッ
キ
ョ
ウ
な
ど
広
く

ネ
ギ
属
の
作
物
に
病
原
性
を
示
す
。

○
土
壌
pH
が
低
い（
酸
性
土
壌
）ほ

ど
発
生
し
や
す
い
。

【
防
除
対
策
】

○
無
病
苗
を
用
い
る
。
ま
た
、
発

病
が
み
ら
れ
る
ほ
場
は
、
苗
の
育

苗
床
に
は
し
な
い
。

○
発
病
株
は
見
つ
け
次
第
早
め
に

抜
き
取
る
。
発
病
株
や
被
害
残
渣

は
ほ
場
に
す
き
込
ま
ず
、
ほ
場
外

に
持
ち
出
し
適
切
に
処
分
す
る
。

○
他
の
ほ
場
へ
病
原
菌
を
拡
散
さ

せ
な
い
た
め
、
作
業
機
械
等
の
洗

浄
は
丁
寧
に
行
う
。

○
発
生
ほ
場
で
は
連
作
を
避
け
、

ネ
ギ
属
の
作
物
以
外
を
栽
培
す
る
。

○
酸
性
土
壌
で
発
生
が
助
長
さ
れ

る
の
で
、
石
灰
資
材
に
よ
り
土
壌

pH
を
矯
正
す
る
。

○
薬
剤
防
除
に
あ
た
っ
て
は
ラ
ベ

ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
よ

く
読
ん
で
使
用
す
る
。

（
農
業
試
験
場
病
害
虫
防
除
部

�

主
査

　
若
林
秀
忠
）

話

題

の

情

報

質問に
答えて 
質問に
答えて 

図�

４
　
か
さ
ぶ
た
状
に
形
成
さ
れ
た
菌

核
（
ニ
ン
ニ
ク
）

図
３
　
生
育
不
良
の
ニ
ン
ニ
ク

図�

２
　
越
冬
量
調
査
の
様
子
（
落
葉
の

採
取
）

図
１
　
果
樹
カ
メ
ム
シ
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ

果
樹
カ
メ
ム
シ
類

の
発
生
予
察
は
、

集
合
フ
ェ
ロ
モ
ン

を
用
い
た
水
盤
型

ト
ラ
ッ
プ
（
バ
ケ

ツ
の
よ
う
な
も

の
）
を
設
置
し
、
そ

こ
に
落
下
し
た
カ

メ
ム
シ
類
の
数
を

数
え
る
こ
と
で
行

っ
て
き
た（
図
１
）。

果
樹
カ
メ
ム
シ
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【
質
問
】
ハ
ウ
ス
作
物
の
高
温

対
策
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

施
設
園
芸
で
の
高
温
対
策
は
、

①
換
気
効
率
の
向
上
、
②
遮
光
・

遮
熱
資
材
の
利
用
、
③
冷
房
機
器

の
利
用
の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
は
換
気
で
す
。
ハ
ウ
ス
内

に
は
熱
気
が
こ
も
り
や
す
い
た

め
、
天
窓
の
設
置
や
妻
面
を
開
放

す
る
な
ど
施
設
の
開
口
部
を
増
や

す
こ
と
、
強
制
換
気
装
置
の
設
置

な
ど
に
よ
り
、
ハ
ウ
ス
内
の
空
気

を
外
に
逃
が
す
工
夫
を
す
る
こ
と

が
高
温
対
策
の
基
本
で
す
。
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
の
ア
ー
チ
パ
イ
プ
の
肩

部
を
巻
上
げ
て
換
気
を
行
う
肩
換

気
は
、
ハ
ウ
ス
に
後
付
け
で
設
置

で
き
、
換
気
効
率
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
遮
光
・
遮
熱
資
材
は
、太
陽

か
ら
の
熱
線（
赤
外
線
）
を
遮
る
こ

と
で
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
や
ハ
ウ
ス

の
骨
材
の
温
度
を
上
げ
な
い
こ
と

を
目
的
と
し
て
使
わ
れ
、強
日
射
に

よ
っ
て
発
生
す
る
ト
マ
ト
や
パ
プ

リ
カ
等
の
日
焼
け
果
防
止
対
策
と

ネ
ギ
葉
枯
病

【
は
じ
め
に
】

白
ネ
ギ
に
発
生
す
る
ネ
ギ
葉
枯

病
は
糸
状
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
病
害
で
あ
り
、
そ
の
症
状

の
１
つ
で
あ
る
黄
色
斑
紋
症
状
は

出
荷
部
位
で
あ
る
中
心
葉
に
黄
色

く
、
モ
ザ
イ
ク
状
の
病
斑
を
形
成

す
る
。
こ
の
病
斑
は
外
観
品
質
を

著
し
く
損
な
う
た
め
、
出
荷
等
級

の
格
落
ち
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ネ
ギ

葉
枯
病
は
収
穫
物
の
品
質
低
下
に

直
結
す
る
こ
と
か
ら
防
除
上
重
要

で
あ
る
。
一
農
家
当
た
り
の
白
ネ

ギ
の
作
付
け
面
積
が
増
加
す
る
中

で
、
ネ
ギ
葉
枯
病
に
よ
る
黄
色
斑

紋
症
状
の
効
率
的
な
防
除
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

し
て
も
有
効
で
す
。
植
物
の
光
合

成
に
必
要
な
光
も
同
時
に
遮
ら
れ

て
し
ま
う
た
め
、過
度
の
遮
光
は
収

量
低
下
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
こ

と
を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
遮
光
・
遮
熱
資
材
の
被
覆

方
法
は
、ハ
ウ
ス
の
外
側
に
資
材
を

設
置
す
る
外
部
被
覆（
外
張
り
）と

ハ
ウ
ス
の
内
側
に
設
置
す
る
内
部

被
覆（
内
張
り
）が
あ
り
、外
張
り
と

内
張
り
を
比
較
す
る
と
、内
張
り
は

資
材
が
吸
収
し
た
熱
が
施
設
内
に

再
放
出
さ
れ
る
た
め
、外
張
り
の
方

が
昇
温
抑
制
効
果
が
高
い
で
す
。

遮
熱
資
材
に
は
、熱
線
を
吸
収
す
る

タ
イ
プ
と
反
射
す
る
タ
イ
プ
が
あ

り
、
反
射
タ
イ
プ
は
特
に
効
果
的

で
す
。
例
え
ば
、ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル

の
外
側
に
塗
布
す
る
遮
熱
剤（
商
品

名

：

レ
デ
ィ
ヒ
ー
ト
Ⓡ
）は
、遮
熱
効

果
が
実
証
さ
れ
て
お
り
、広
く
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
冷
房
に
つ
い
て
で
す
。

冷
房
は
、水
が
蒸
発
す
る
と
き
に
熱

を
奪
う
気
化
冷
却
効
果
を
利
用
し

た
細
霧
冷
房
、
ま
た
、ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
に
よ
る
冷
却
が
あ
り
ま
す
。
細

霧
冷
房
に
は
、高
圧
タ
イ
プ
と
低
圧

タ
イ
プ
が
あ
り
、高
圧
タ
イ
プ
は
ポ

ン
プ
に
よ
り
加
圧
し
て
微
細
な
霧

を
噴
霧
す
る
方
式
で
す
。
こ
の
方

法
は
昇
温
抑
制
効
果
は
高
い
で
す

【
病
原
菌
】

ネ
ギ
葉
枯
病
はStem

phylium
  

vesicarium

と
い
う
菌
に
よ
る

病
害
で
あ
る
。
症
状
は
黒
斑
病
と

似
て
い
る
が
、
病
原
菌
を
顕
微
鏡

で
観
察
す
る
と
、
褐
色
で
俵
型
の

分
生
胞
子
が
見
ら
れ
る
。
病
原
菌

の
培
地
上
に
お
け
る
生
育
適
温
は

25
℃
前
後
で
あ
る
。

【
病
徴
】

白
ネ
ギ
に
発
生
す
る
ネ
ギ
葉
枯

病
は
症
状
と
し
て
、
先
枯
れ
、
斑

点
、
黄
色
斑
紋
の
大
き
く
分
け
て

３
つ
の
形
態
の
病
斑
を
形
成
す

る
。
先
枯
れ
病
斑
は
生
育
中
期
以

降
に
葉
身
先
端
部
７
～
８
㎝
程
度

が
褐
色
を
呈
し
枯
れ
る
。
斑
点
病

斑
は
葉
身
中
央
部
に
褐
色
で
紡
錘

形
～
楕
円
形
の
病
斑
を
形
成
す

る
。
黄
色
斑
紋
病
斑
は
、
生
育
後

期
に
出
荷
部
位
で
あ
る
中
心
葉
に

黄
色
斑
紋
病
斑
を
形
成
す
る
。

ネ
ギ
葉
枯
病
に
感
染
す
る
と
、

ま
ず
、
先
枯
れ
病
斑
ま
た
は
斑
点

病
斑
の
増
加
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
病
斑
上
に
は
多
量
の
分
生

子
が
形
成
さ
れ
、
飛
散
し
て
中
心

葉
に
付
着
、感
染
し
、黄
色
斑
紋
病

斑
を
形
成
す
る
。
し
か
し
、
黄
色

斑
紋
病
斑
は
、
中
心
葉
に
付
着
し

た
分
生
子
が
感
染
す
る
の
み
で
、

病
斑
上
で
は
新
た
な
胞
子
を
形
成

し
な
い
。

【
伝
染
環
】

病
原
菌
は
被
害
植
物
上
で
越
冬

し
、翌
年
の
一
次
伝
染
源
と
な
る
。

一
般
的
な
病
害
対
策
と
し
て
、
伝

染
源
を
除
去
す
る
た
め
に
被
害
植

物
を
ほ
場
外
へ
搬
出
す
る
こ
と
は

基
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
葉
枯
病

の
最
終
的
な
発
生
量
は
一
次
伝
染

源
よ
り
も
生
育
期
間
中
の
気
象
条

【
質
問
】
秋
野
菜
の
ハ
ス
モ
ン

ヨ
ト
ウ
発
生
原
因
と
防
除
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】

ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
は
、
広
食
性

の
大
型
チ
ョ
ウ
目
で
、
野
菜
だ
け

で
な
く
花
き
、ダ
イ
ズ
、果
樹
に
ま

で
被
害
が
及
び
ま
す
。
成
虫
は
、

前
翅
長
が
17
㎜
前
後
で
ヨ
ト
ウ
ガ

よ
り
や
や
小
さ
く
、
翅
の
中
央
部

に
特
徴
的
な
白
色
紋
を
有
し
ま

す
。
本
州
以
南
の
日
本
全
土
、
台

湾
、イ
ン
ド
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
等

に
分
布
し
て
お
り
、
寒
さ
に
弱
く

県
内
で
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ

の
初
誘
殺
は
発
生
地
か
ら
の
飛
来

に
よ
り
ま
す
。
令
和
６
年
度
は
、

病
害
虫
防
除
所
の
調
査
で
、
９
月

中
旬
～
下
旬
の
キ
ャ
ベ
ツ
、
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
、
ネ
ギ
で
の
発
生
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
多
発
生
の
要
因

に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い

で
す
が
、
他
県
に
お
い
て
も
突
発

的
な
発
生
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
台
風
な
ど
に
伴
う
成
虫
の
長

距
離
飛
来
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

件
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
平
均

気
温
15
～
20
℃
・
曇
雨
天
条
件
で

多
発
す
る
。
ま
た
、
収
穫
遅
れ
は

本
病
の
発
生
を
助
長
す
る
。

【
防
除
】

本
病
の
重
要
防
除
時
期
は
、
収

穫
物
と
な
る
白
ネ
ギ
の
中
心
葉
が

生
育
し
て
く
る
概
ね
収
穫
１
ヶ
月

前
～
収
穫
直
前
の
期
間
で
あ
る
。

こ
の
期
間
に
重
点
的
な
薬
剤
散
布

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
出
荷
物
の

品
質
に
直
結
す
る
黄
色
斑
紋
症
状

を
効
率
的
に
防
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
薬
剤
散
布
終
了
後

に
は
黄
色
斑
紋
症
状
の
再
発
生
を

防
ぐ
た
め
、
可
能
な
限
り
早
期
に

収
穫
を
終
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い

（
令
和
６
年
度
普
及
に
移
す
農
業

技
術
）。
生
育
期
間
中
の
先
枯
れ

病
斑
や
斑
点
病
斑
の
発
生
は
地
上

部
の
生
育
阻
害
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
初
発
が
早
ま
っ

た
場
合
や
、
生
育
期
間
中
の
多
発

が
予
想
さ
れ
る
気
象
条
件
の
場
合

に
は
早
期
か
ら
の
防
除
が
望
ま
し

い
。薬

剤
を
散
布
す
る
場
合
は
、
葉

身
全
体
、
特
に
黄
色
斑
紋
症
状
が

発
生
す
る
葉
身
基
部
に
、
薬
液
が

付
着
す
る
よ
う
に
、
ネ
ギ
の
生
育

量
に
合
わ
せ
て
、
十
分
量
を
丁
寧

に
散
布
す
る
。

（
野
菜
花
き
試
験
場

�

　
浅
見
茉
由
子
）

て
い
ま
す
。
前
述
の
と
お
り
寒
さ

に
弱
い
た
め
、
県
内
で
の
越
冬
は

ほ
ぼ
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

卵
は
、
数
十
か
ら
数
百
粒
が
層

に
重
な
っ
た
状
態
で
葉
裏
に
産

卵
さ
れ
、
薄
茶
～
黄
土
色
の
鱗
毛

で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
幼
虫
は
、

孵
化
後
集
団
で
葉
の
表
面
を
食
害

し
、
被
害
部
は
白
化
し
ま
す
。
３

齢
頃
よ
り
分
散
し
、
葉
脈
を
残
し

て
葉
を
食
害
し
ま
す
。
幼
虫
の
齢

が
進
む
と
登
録
の
あ
る
農
薬
で
も

効
果
が
低
下
す
る
た
め
、
ほ
場
内

を
よ
く
見
て
回
り
、
早
期
発
見
に

努
め
、
孵
化
直
後
の
若
齢
幼
虫
期

に
薬
剤
に
よ
る
防
除
を
行
い
ま

す
。
登
録
農
薬
の
無
い
作
物
に
お

い
て
は
、孵
化
前
の
卵
塊
の
除
去
、

幼
虫
の
捕
殺
を
行
い
ま
す
。

ほ
場
周
辺
の
雑
草
で
も
増
え
る

た
め
、除
草
を
心
掛
け
る
他
、施
設

栽
培
の
場
合
に
は
、
開
口
部
に
防

虫
ネ
ッ
ト
を
設
置
、
露
地
で
は
被

覆
資
材
を
被
せ
て
成
虫
の
侵
入
・

産
卵
を
防
ぎ
ま
す
。

�（
野
菜
花
き
試
験
場
　
山
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殺
菌
剤「
カ
ナ
メ
フ
ロ
ア
ブ
ル
」

�

住
友
化
学
株
式
会
社

平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
、弊
社
の
殺
菌
剤「
カ
ナ
メ

フ
ロ
ア
ブ
ル
」
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

【
薬
剤
の
概
要
】

カ
ナ
メ
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
、
弊

社
が
開
発
し
た
新
規
殺
菌
成
分

「
イ
ン
ピ
ル
フ
ル
キ
サ
ム
」
を
含

有
す
る
フ
ロ
ア
ブ
ル
製
剤
で
、

２
０
２
０
年
３
月
に
販
売
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
。
作
用
性
は
、

Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド

：

７
に
分
類
さ

れ
、
本
剤
は
病
原
菌
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
生
産
過
程
を
阻
害
す
る「
コ
ハ

ク
酸
脱
水
素
酵
素
阻
害
剤（
Ｓ
Ｄ

Ｈ
Ｉ
剤
）
」
に
属
し
ま
す
。
本
剤

１
本
の
容
量
は
１
２
５
ml
で
あ

り
、
例
え
ば
り
ん
ご
に
使
用
す
る

場
合
、
５
０
０
Ｌ
タ
ン
ク
に
１
本

を
投
入
す
る
と
４
０
０
０
倍
希
釈

液
が
出
来
る
た
め
、
使
い
勝
手
が

良
い
規
格
で
す
。
な
お
、
本
剤
は

「
医
薬
用
外
劇
物
」に
該
当
す
る
た

め
、
購
入
す
る
際
に
は
書
類
へ
の

記
入
と
押
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
特
長
】

カ
ナ
メ
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
、
り
ん

ご
、ぶ
ど
う
、な
し
、も
も
な
ど
、各

種
果
樹
の
様
々
な
病
害
に
対
し
て

安
定
し
た
防
除
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
り
ん
ご
で
は
主
要
病
害
で
あ

る
黒
星
病
や
赤
星
病
、
ぶ
ど
う
で

は
黒
と
う
病
や
さ
び
病
、
な
し
で

は
黒
星
病
、赤
星
病
、輪
紋
病
を
主

な
防
除
対
象
と
し
て
、
長
野
県
内

で
広
く
ご
使
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、カ
ナ
メ
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
、

２
０
２
３
年
11
月
に
レ
タ
ス
類
、

キ
ャ
ベ
ツ
、は
く
さ
い
、ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
な
ど
に
適
用
拡
大
し
、
お
役

に
立
て
る
場
面
が
更
に
広
が
り
ま

し
た
。
レ
タ
ス
類
で
は
菌
核
病
、

す
そ
枯
病
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
は
く
さ

い
で
は
菌
核
病
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

で
は
主
要
病
害
の
黒
す
す
病
を
主

令
和
６
年
産
み
か
ん
収
穫
量

農
林
水
産
省
の
発
表
に
よ
る

と
、
令
和
６
年
の
み
か
ん
全
国
収

穫
量
は
、55
万
９
６
０
０
㌧
で
、前

年
に
比
べ
12
万
２
０
０
０
㌧（
18

％
）減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、夏

期
の
高
温
に
よ
る
落
果
や
日
焼
け

果
が
発
生
し
、
カ
ム
ム
シ
被
害
も

減
産
の
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

都
道
府
県
別
の
収
穫
量
割
合

は
、
和
歌
山
県
25
％
、
静
岡
県
16

％
、
愛
媛
県
14
％
、
熊
本
県
11
％
、

佐
賀
県
５
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
５
県
で
全
国
の
約
７
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

�

（
信
州
の
農
業
事
務
局
）

が
、
導
入
コ
ス
ト
が
高
く
、ノ
ズ
ル

の
こ
ま
め
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
必

要
で
す
。
低
圧
ミ
ス
ト
は
水
道
圧

程
度
の
圧
力
で
霧
を
噴
霧
す
る
方

法
で
、霧
の
粒
径
が
大
き
い
た
め
純

粋
な
昇
温
抑
制
効
果
は
低
い
で
す

が
、導
入
コ
ス
ト
は
安
価
で
す
。
ま

た
、植
物
は
蒸
散
を
通
じ
て
水
を
吸

収
し
、自
ら
の
体
を
冷
や
し
て
い
ま

す
。
適
切
に
か
ん
水
を
行
い
、ハ
ウ

ス
内
の
空
気
を
循
環
さ
せ
る
、あ
る

い
は
外
気
を
積
極
的
に
ハ
ウ
ス
内

に
導
入
し
、蒸
散
を
促
進
す
る
こ
と

で
も
気
化
冷
却
効
果
が
得
ら
れ
、ハ

ウ
ス
内
温
度
の
低
下
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
冷
却
効

果
が
高
い
で
す
が
、導
入
コ
ス
ト
が

高
く
、夏
季
の
日
中
に
使
用
す
る
と

電
気
代
が
高
く
な
る
た
め
、現
実
的

に
は
夜
間
に
使
用
し
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
高
温
対
策
を
紹

介
し
ま
し
た
が
、
ど
の
技
術
を
導

入
す
る
か
は
、
栽
培
す
る
品
目
、

ハ
ウ
ス
の
形
状
や
立
地
条
件
、
導

入
・
運
用
コ
ス
ト
な
ど
を
考
慮
し

て
選
択
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま

た
、
作
業
者
の
熱
中
症
対
策
も
重

要
で
す
。
空
調
服
や
ア
イ
ス
ベ
ス

ト
な
ど
活
用
し
、今
年
の
夏
を
、植

物
も
作
業
者
も
健
康
に
乗
り
切
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�（
野
菜
花
き
試
験
場
　
三
浦
斗
夢
）

質問に
答えて 
質問に
答えて 

病

菌

の

は

な

し

ト

ピ

ッ

ク

な
防
除
対
象
と
し
て
、
今
後
こ
れ

ら
の
作
物
で
も
広
く
ご
活
用
い
た

だ
け
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
本
剤
は
浸
達
性
や
浸

透
移
行
性
を
有
し
て
お
り
、
散
布

ム
ラ
の
影
響
を
受
け
に
く
く
比
較

的
安
定
し
た
防
除
効
果
が
期
待
出

来
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
本
剤
が
登

録
を
取
得
し
て
い
る
果
樹
は
、
使

用
時
期
が「
収
穫
前
日
ま
で
」と
な

っ
て
お
り
、
使
い
勝
手
に
優
れ
ま

す
。

【
登
録
内
容
】

長
野
県
内
で
栽
培
が
盛
ん
な

作
物
に
対
し
て
、
本
剤
は
以
下
の

登
録
を
取
得
し
て
お
り
ま
す
。

（
２
０
２
５
年
７
月
現
在
）

・
り
ん
ご

：

黒
星
病
、赤
星
病
、褐

斑
病
、
う
ど
ん
こ
病
、
黒
点
病
、

す
す
斑
病
、す
す
点
病
、斑
点
落

葉
病
、モ
ニ
リ
ア
病
、灰
色
か
び

病
・
ぶ
ど
う

：

黒
と
う
病
、さ
び
病
、

う
ど
ん
こ
病
、褐
斑
病
、灰
色
か

び
病

・
な
し

：

黒
星
病
、赤
星
病
、輪
紋

病
、黒
斑
病
、胴
枯
病

・
も
も

：

灰
星
病
、黒
星
病
、う
ど

ん
こ
病
、褐
さ
び
病

・
ネ
ク
タ
リ
ン

：

灰
星
病

・
小
粒
核
果
類

：

黒
星
病
、
灰
星

病
、す
す
斑
病（
う
め
）

・
レ
タ
ス
類

：

菌
核
病
、
す
そ
枯

病
、灰
色
か
び
病

・
キ
ャ
ベ
ツ

：

菌
核
病
、株
腐
病

・
は
く
さ
い

：

菌
核
病
、尻
腐
病

・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

：

菌
核
病
、
黒

す
す
病

ま
た
本
剤
は
、過
去
か
ら
ね
ぎ
、

た
ま
ね
ぎ
、
き
く
な
ど
に
も
登
録

を
取
得
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
３
年
11
月
に
は
、
上
述
の

作
物
の
ほ
か
、ト
マ
ト
、ミ
ニ
ト
マ

ト
、い
ち
ご
、き
ゅ
う
り
な
ど
に
も

適
用
拡
大
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
役
に
立
て
る
場
面
は
多
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
製

品
ラ
ベ
ル
、も
し
く
は
、弊
社
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト「
ｉ

-

農
力
」に
お
い
て

登
録
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む

と
、「
ｉ

-

農
力
」
を
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
）

【
終
わ
り
に
】

カ
ナ
メ
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
、
長
野

県
に
お
け
る
果
樹
栽
培
と
園
芸
栽

培
に
貢
献
出
来
る
一
剤
で
す
。
既

に
ご
愛
用
い
た
だ
い
て
い
る
ベ
ン

レ
ー
ト
水
和
剤
、
ス
タ
ー
ナ
水
和

剤
、ダ
ン
ト
ツ
水
溶
剤
、パ
ダ
ン
Ｓ

Ｇ
水
溶
剤
、イ
カ
ズ
チ
Ｗ
Ｄ
Ｇ
、ハ

ク
サ
ッ
プ
水
和
剤
な
ど
と
共
に
、

引
き
続
き
ご
愛
顧
く
だ
さ
る
よ

う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

我が社我が社
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ハ
ダ
ニ
類

野
菜
に
寄
生
し
問
題
と
な
る
ハ

ダ
ニ
類
は
、
主
に
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
と

カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
寄
主
作
物
が
広
範
囲
で
あ

り
、
特
に
高
温
乾
燥
と
な
る
施
設

栽
培
で
問
題
と
な
る
こ
と
が
多

い
。
ハ
ダ
ニ
類
は
葉
裏
に
寄
生
し
、

口
針
を
植
物
に
差
し
込
み
吸
汁
す

る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
を
及
ぼ
す
。

寄
主
植
物
に
よ
っ
て
被
害
症
状
は

異
な
る
が
、
基
本
的
に
は
吸
汁
箇

所
が
白
ま
た
は
褐
色
の
斑
点
や
か

す
り
状
と
な
る
。
新
芽
等
の
生
長

点
に
寄
生
す
る
と
、
葉
が
委
縮
し

た
り
奇
形
が
生
じ
た
り
す
る
。
ハ

ダ
ニ
類
は
、
特
に
高
温
期
に
密
度

が
急
激
に
上
昇
し
、
防
除
が
困
難

と
な
る
。
ハ
ダ
ニ
類
の
急
増
に
は
、

生
態
的
特
徴
が
大
き
く
関
係
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
特
に
ナ
ミ
ハ
ダ

ニ
に
つ
い
て
、
急
増
の
理
由
に
迫

っ
て
み
る
。

ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
の
生
殖
方
法

ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
は
、
両
性
生
殖
と

単
為
生
殖
の
２
つ
の
生
殖
方
法

を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
繁
殖

の
チ
ャ
ン
ス
が
よ
り
多
く
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
。
単
為
生
殖
と
は
、

両
性
生
殖
の
よ
う
な
交
尾
を
せ
ず

に
、
雌
が
単
体
で
新
し
い
個
体
を

生
み
出
す
方
法
で
あ
る
。
こ
の
単

為
生
殖
で
生
ま
れ
て
く
る
個
体
は

す
べ
て
雄
で
あ
る
。
ア
ブ
ラ
ム
シ

類
も
同
様
に
２
つ
の
生
殖
方
法
を

行
っ
て
お
り
、
繁
殖
力
が
非
常
に

高
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
の
産
卵
数

ハ
ダ
ニ
類
の
雌
成
虫
は
一
生
涯

多
く
の
卵
を
産
む（
表
１
）。
特
に

ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
の
産
卵
数
は
多
く

一
日
数
個
～
10
個
の
卵
を
産
み
、

一
生
涯
の
産
卵
数
は
な
ん
と
約

１
８
０
個
に
も
及
ぶ
。
こ
れ
は
、

果
樹
で
問
題
と
な
る
ミ
カ
ン
ハ
ダ

ニ
や
リ
ン
ゴ
ハ
ダ
ニ
の
総
産
卵
数

の
約
５
倍
以
上
に
も
相
当
す
る
数

で
あ
る
。
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
も
ナ

ミ
ハ
ダ
ニ
と
同
様
に
産
卵
数
が
非

常
に
多
い
種
で
あ
る
。

ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
の
成
長
ス
ピ
ー
ド

ハ
ダ
ニ
類
の
発
育
は
様
々
な
環

境
要
因
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る

が
、
中
で
も
温
度
と
の
関
係
が
最

も
強
い
。
表
２
に
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
及

び
、
同
じ
く
微
小
害
虫
で
あ
る
ネ

ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
、
発
育
零
点
と

有
効
積
算
温
度
を
示
し
た
。
発
育

零
点
と
は
、
発
育
に
最
低
必
要
な

温
度
の
限
界
点
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
有
効
積
算
温
度
は
、
発
育
に

有
効
な
温
度
を
積
算
し
た
値
で
、

こ
の
値
に
達
す
る
と
、
次
の
発
育

段
階
へ
進
む
。
こ
こ
で
気
温
が
25

℃
の
場
合
に
お
け
る
上
記
の
２
種

の
発
育
速
度
を
比
較
し
て
み
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
発
育
零
点
と
有
効
積

算
温
度
か
ら
計
算
す
る
と
、
ナ
ミ

ハ
ダ
ニ
は
卵
か
ら
成
虫
に
な
る
の

に
、
約
12
日
間
か
か
る
。
一
方
で

ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
は
卵
か
ら
成
虫

に
な
る
の
に
、
約
16
日
か
か
る
。

こ
の
違
い
か
ら
、
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
の

成
長
の
ス
ピ
ー
ド
が
特
に
速
い
こ

と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
が
好
む
環
境

ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
は
高
温
だ
け
で
な

く
、乾
燥
し
て
い
る
環
境
も
好
む
。

つ
ま
り
、
梅
雨
明
け
後
の
近
年
の

記
録
的
な
猛
暑
は
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
が

増
殖
す
る
に
あ
た
っ
て
、
完
璧
な

気
象
条
件
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
の

特
徴
と
、高
温
・
乾
燥
な
気
象
条
件

が
合
わ
さ
る
こ
と
で
、急
増
が
引
き

起
こ
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
厄
介

な
ハ
ダ
ニ
類
に
対
し
て
、ど
の
よ
う

に
防
除
を
行
う
べ
き
か
、最
後
に
述

べ
る
。
ハ
ダ
ニ
類
の
防
除
は
急
増

す
る
前
の
発
生
初
期
に
行
う
こ
と

が
重
要
と
な
る
。
作
業
時
に
は
、こ

ま
め
に
葉
裏
を
観
察
し
、発
生
状
況

を
確
認
す
る
。
ま
た
ハ
ダ
ニ
類
は

薬
剤
に
対
す
る
感
受
性
が
低
下
し
、

防
除
効
果
が
低
下
す
る
事
例
が
多

く
み
ら
れ
て
い
る
た
め
、薬
剤
に
よ

る
防
除
を
行
う
際
は
必
ず
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
使
用
す
る
。
果
菜
類
で

は
葉
が
繁
茂
し
、薬
剤
が
か
か
り
づ

ら
く
な
る
。
下
葉
を
除
去
す
る
な

ど
し
て
葉
裏
に
薬
剤
が
か
か
る
よ

う
に
整
理
し
、防
除
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
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米
騒
動

昨
年
来「
令
和
の
米
騒
動
」が
続

い
て
い
る
。「
米
騒
動
」と
い
え
ば

筆
者
が
県
職
員
に
新
規
採
用
さ
れ

た
平
成
５
年
の
米
騒
動
を
思
い
出

す
。こ

の
時
の
米
騒
動
は
、
記
録
的

な
冷
夏
に
よ
る
全
国
的
な
米
の
不

作
が
主
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
の
噴

火
と
梅
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
っ
て

大
冷
夏
と
な
り
、
７
～
８
月
の
平

均
気
温（
全
国
）は
平
年
よ
り
２
℃

低
く
な
っ
た
。
い
っ
た
ん
発
表
さ

れ
た
梅
雨
明
け
宣
言
も
８
月
下
旬

に
は
撤
回
さ
れ
、
梅
雨
明
け
の
な

い
年
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
年
の
米
の
作
況
指
数（
作
況

指
数
も
な
く
な
る
ら
し
い
が
）
は

全
国
78
、長
野
県
74
と「
著
し
い
不

良
」
と
な
り
、
生
産
量
は
前
年
比

74
・
１
％
と
な
っ
た
。

新
卒
で
農
業
改
良
普
及
所（
現

農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
）
の
作

物
担
当
に
配
属
さ
れ
た
筆
者
は
、

諸
先
輩
に
文
字
通
り
手
取
り
足
取

り
指
導
さ
れ
な
が
ら
、
冷
害
の
対

策
や
調
査
を
行
な
っ
た
。
高
標
高

地
の
イ
ネ
は
穂
を
出
し
て
も
障
害

型
冷
害
に
よ
り
不
稔
が
多
発
し
、

低
標
高
地
で
も
出
穂
の
遅
れ
に
よ

り
登
熟
歩
合
が
低
下
す
る
遅
延
型

冷
害
と
な
っ
た
。
秋
に
な
っ
て
も

「
頭
を
垂
れ
な
い
稲
穂
」の
姿
は
今

で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

平
成
の
米
騒
動
で
は
、米
不
足
、

価
格
高
騰
を
回
避
す
る
た
め
に
、

政
府
備
蓄
米
の
放
出
と
タ
イ
な
ど

の
外
国
か
ら
米
の
緊
急
輸
入
が
行

わ
れ
た
。
令
和
の
米
騒
動
で
は
売

渡
業
者
の
拡
大
と
随
意
契
約
に
よ

る
政
府
備
蓄
米
の
大
量
放
出
が
行

わ
れ
て
い
る
。
我
が
家
二
人
の
胃

袋
で
は
米
の
消
費
量
は
限
ら
れ
る

が
、し
っ
か
り
米
を
食
べ
な
が
ら
、

米
の
生
産
、流
通
、消
費
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
に
し
た
い
。

（
ヤ
ー
マ
ン
）

害

虫

の

は

な

し

表１　ハダニ類の産卵特性

＊植物ダニ学より。一部改変。

表２　害虫の発育零点と有効積算温度


